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片寄俊秀 さん
かたよせ としひで

まちづくりプランナー、環境芸術家

工学博士、技術士

1938年生まれ。京都大学工学部建築学科卒業。1961年京都大学アフリカ類人
猿学術調査隊設営担当としてタンガニーカ（現タンザニア）調査に参加。同
大学院修了後、大阪府技師として千里ニュータウン開発事業等に従事。1970
年転職して長崎総合科学大学（元・長崎造船大学）、関西学院大学総合政策学
部教授を経て、大阪人間科学大学教授（2013年3月まで）。現在NPOほんまち
ラボまちづくり道場を主宰。主な著書に『ブワナトシの歌』（朝日新聞社 1973。
羽仁進監督、渥美清主演で映画化）、『千里ニュータウンの研究』（産報出版
1979）、『ながさき巡歴』（日本放送出版協会 1982）、『スケッチ全国町並み見
学』（岩波書店 1989）、『まちづくり道場へようこそ』（学芸出版社 2005）、

『いいまちづくりが防災の基本』（イマジン出版 2007）ほか

長崎大水害が起こって、30年以上が経過しました。

九州から離れた地域でも、

その悲惨な光景と地域の宝である眼鏡橋復元への取組みを

覚えている人は多いのではないでしょうか。

しかし、水害の原因やバイパス工事の妥当性をはじめ、

その実態は断片的にしか伝わっていません。

鎖国時代、全国で最も先進的な技術や情報が集まった国際都市長崎で、

愛されてきた石橋群。

その象徴である眼鏡橋復元に、

川への愛着を取り戻す運動が

果たした役割についてうかがいました。

長崎・眼鏡橋復元の物語

山
に
囲
ま
れ
た
過
密
都
市

長
崎
造
船
大
学
（
現
・
長
崎
総
合
科
学
大

学
）
建
築
学
科
の
助
教
授
と
し
て
赴
任

し
、
初
め
て
長
崎
市
内
の
中
島
川
を
見

た
の
は
、
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
32
歳

の
と
き
で
す
。

川
は
と
に
か
く
汚
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
我
が
国
の
都
市
河
川
は
ど
こ
も

悲
惨
な
状
況
で
、
ち
ょ
う
ど
合
成
洗
剤

が
大
量
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

代
で
、
川
の
水
が
泡
立
つ
よ
う
な
状
態

で
し
た
。
ゴ
ミ
は
捨
て
放
題
で
、
臭
く

て
た
ま
ら
な
い
よ
う
な
ド
ブ
川
だ
っ
た

の
で
す
。
下
水
道
も
普
及
し
て
お
ら
ず
、

家
庭
の
雑
排
水
が
全
部
、
川
に
流
れ
込

ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
汚
れ
た
中
島
川
の
上
に
、
１
６

３
４
年
（
寛
永
11
）
に
架
け
ら
れ
た
〈
眼

鏡
橋
〉
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
に
建
造

さ
れ
た
ア
ー
チ
石
橋
が
14
橋
も
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
る
様
子
は
圧
巻
で
し
た
。

長
崎
と
い
う
町
は
、
海
外
（
ポ
ル
ト
ガ

ル
と
中
国
）
と
の
交
易
の
た
め
に
無
理
や

り
つ
く
ら
れ
た
町
で
す
。
深
い
入
り
江

の
海
に
長
く
突
き
出
し
た
台
地
が
あ
り
、

長
崎
と
い
う
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
１
５
７
１
年
（
元
亀
２
）

長
崎
開
港
に
あ
た
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

宣
教
師
の
主
導
の
下
に
、
ま
ず
６
カ
町

が
こ
の
丘
の
上
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
５
９
２
年
（
天
正
20
）
に
は
、
丘
の

下
を
流
れ
て
長
崎
湾
に
注
ぐ
中
島
川
沿
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い
の
干
潟
の
埋
め
立
て
と
田
畑
の
市
街

化
が
進
め
ら
れ
て
内
町
23
町
が
、
さ
ら

に
１
６
９
２
年
（
元
禄
５
）
に
は
外
町
が

開
か
れ
て
市
街
77
町
（
丸
山
、
寄
合
、
出
島

を
入
れ
て
80
町
と
も
）
が
確
立
し
ま
し
た
。

開
港
当
初
は
１
５
０
０
人
ほ
ど
だ
っ

た
人
口
も
、
外
町
が
開
か
れ
た
元
禄
中

期
（
１
６
９
４
〜
１
６
９
６
年
）
に
は
約
６

万
５
０
０
０
人
の
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ

の
後
若
干
減
少
し
て
幕
末
に
至
り
ま
す
。

山
が
ち
の
地
形
を
流
れ
下
る
急
流
の

中
島
川
が
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
と

い
う
の
は
、
水
源
が
川
沿
い
に
あ
っ
た

こ
と
（
の
ち
の
民
営
水
道
倉
田
水
樋
）
と
、
貿

易
の
た
め
の
水
運
に
川
が
利
用
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

鎖
国
時
代
に
は
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
と

の
対
海
外
貿
易
の
港
と
し
て
特
権
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
た
長
崎
の
繁
栄
は
、
ま

さ
に
中
島
川
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え
低
い
平
地
部

に
水
害
リ
ス
ク
を
抱
え
た
町
と
い
う
宿

命
が
あ
り
ま
し
た
。

長
崎
大
水
害

私
は
大
阪
で
行
政
技
術
者
と
し
て
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成
の
現
場
で
働
い
て
い

た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
流
域
面

積
の
割
に
河
川
容
量
が
小
さ
い
中
島
川

の
水
害
リ
ス
ク
が
常
に
心
に
引
っ
掛
か

っ
て
い
ま
し
た
。
治
水
安
全
を
上
げ
る

に
は
、
河
川
管
理
者
の
意
思
決
定
が
必

要
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
働
き
か
け
た
結

果
よ
う
や
く
１
９
８
２
年
（
昭
和
57
）
７

月
16
日
、
大
水
害
が
起
き
る
ま
さ
に
１

週
間
前
に
、
県
の
担
当
部
局
と
の
会
合

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
始
ま
っ
た

中
島
川
１
万
人
大
清
掃
運
動
や
中
島
川

ま
つ
り
を
通
し
て
、
市
民
の
関
心
が
川

へ
向
い
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
県
も

そ
の
気
運
に
呼
応
し
て
何
と
か
腰
を
上

げ
て
く
れ
た
矢
先
で
し
た
が
、
そ
こ
に

大
水
害
が
長
崎
を
襲
っ
た
の
で
す
。

梅
雨
末
期
の
１
９
８
２
年
７
月
23
日

の
夕
方
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
物
凄
い
集
中
豪
雨
が
や
っ
て
き
て
、

し
か
も
長
時
間
続
き
ま
し
た
。
長
崎
市

の
北
に
位
置
す
る
西
彼
杵
郡

に
し
そ
の
ぎ
ぐ
ん

長
与
町
で

は
午
後
７
〜
８
時
の
１
時
間
に
１
８
７

a
の
雨
量
を
観
測
し
、
こ
れ
は
い
ま
だ

に
我
が
国
の
歴
代
最
高
記
録
と
な
っ
て

い
ま
す
。

午
後
８
時
過
ぎ
に
中
島
川
が
氾
濫
し
、

濁
流
は
近
く
の
商
店
街
に
、
あ
っ
と
言

う
間
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

走
行
中
や
駐
車
中
の
自
動
車
が
流
さ

れ
た
り
、
車
ご
と
生
き
埋
め
に
な
っ
た

こ
と
も
長
崎
大
水
害
の
特
徴
で
す
。
翌

日
、
長
崎
県
警
が
道
路
な
ど
か
ら
排
除

し
た
車
は
市
内
だ
け
で
約
５
０
０
台
。

そ
の
後
、
掘
り
出
し
た
車
は
４
５
０
台

に
上
り
、
中
か
ら
遺
体
が
見
つ
か
っ
た

例
も
あ
り
ま
し
た
。
長
崎
大
水
害
は
、

ク
ル
マ
社
会
化
の
進
ん
だ
時
代
の
都
市

水
害
と
し
て
、
最
初
の
実
例
と
な
っ
た

の
で
す
。

復
旧
の
実
態
は

こ
の
災
害
で
中
島
川
石
橋
群
の
内
、

６
橋
が
流
失
、
３
橋
が
大
破
し
ま
し
た
。

災
害
の
さ
な
か
、
報
道
関
係
者
は
被
害

の
大
き
か
っ
た
都
市
周
辺
部
に
近
づ
く

こ
と
す
ら
で
き
ず
、
都
市
中
心
部
の
報

道
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
か
ら
、
世
界

に
知
ら
れ
る
被
爆
都
市
・
長
崎
の
被
災

地
と
し
て
の
報
道
映
像
に
は
、
中
島
川

の
氾
濫
の
光
景
ば
か
り
が
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
長
崎
豪
雨
災
害
イ

コ
ー
ル
中
島
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
と

誤
解
さ
れ
、
県
や
旧
・
建
設
省
が
打
ち

出
し
た
石
橋
撤
去
の
口
実
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、

亡
く
な
っ
た
３
０
０
人
近
く
の
９
割
は
、

周
辺
部
の
山
手
で
起
こ
っ
た
土
石
流
や

地
滑
り
な
ど
土
砂
系
災
害
の
犠
牲
者
で

し
た
。

私
は
行
政
技
術
者
で
あ
っ
た
経
験
か

ら
、
大
規
模
災
害
は
、
そ
れ
自
体
の
被

害
に
加
え
て
、
災
害
復
旧
、
復
興
工
事

で
町
の
風
情
が
大
き
く
破
壊
さ
れ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
こ

れ
は
何
と
か
先
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
被
害
の
あ
っ
た
翌
朝
早
く
、

か
ね
て
私
淑
し
て
い
た
高
橋
裕
先
生

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
河
川
工
学
者
）
の
ご
自

宅
に
思
い
切
っ
て
電
話
を
し
ま
し
た
。

先
生
の
お
言
葉
に
よ
る
と
「
中
島
川
の

眼
鏡
橋
が
壊
れ
た
。
復
元
に
立
ち
上
が

る
か
ら
、
す
ぐ
来
て
く
れ
」
と
涙
な
が

右ページ：眼鏡橋。石垣や石畳の遊歩
道、沈下橋などのしつらえも、味わい
のうち。上：眼鏡橋を架けたとされる
興福寺の2代目住職、黙子如定（もくす
にょじょう）。左：被災後につくられた
バイパス水路。上はその説明板。
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ら
に
要
請
し
た
、
と
の
こ
と
で
す
（
高

橋
裕
著
『
川
と
国
土
の
危
機
』
岩
波
新
書
２
０
１

２
）。大

規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
激
甚

災
害
特
別
補
助
事
業
の
適
用
を
受
け
て

全
額
国
庫
負
担
で
復
旧
工
事
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
も
災
害
発
生
か
ら
２
週
間
以

内
に
行
政
は
手
続
き
を
と
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
充
分
に
吟
味
す
る
時
間
が
な
い
の

で
す
。「
石
橋
が
あ
っ
た
か
ら
、
中
島

川
が
あ
ふ
れ
た
。
危
険
な
石
橋
を
撤
去

し
て
近
代
的
な
自
動
車
も
通
れ
る
橋
に

架
け
替
え
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
意

見
が
出
る
可
能
性
が
高
い
と
予
測
し
て
、

行
政
に
影
響
力
を
お
持
ち
と
勝
手
に
考

え
て
高
橋
先
生
を
頼
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ほ
ど
面
識
も
な
か
っ
た
私
の
願
い

に
応
え
て
、
先
生
は
い
く
つ
か
の
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
人
命
が
奪
わ
れ
た
の

は
中
島
川
が
氾
濫
し
た
か
ら
、
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
一
部
の
人
か
ら

は
、
私
が
人
命
を
軽
視
し
て
石
橋
保
存

を
訴
え
て
い
る
と
非
難
さ
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。

災
害
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
被

害
の
様
相
が
変
わ
り
、
人
々
の
受
け
止

め
方
も
揺
れ
動
き
ま
す
。
私
は
被
災
者

で
あ
る
と
同
時
に
、
国
土
問
題
の
研
究

者
と
し
て
、
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
正
し
い
方
向
性
を
も
っ
て

復
旧
復
興
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
と
行

政
に
訴
え
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
情
報
を
発

信
し
続
け
ま
し
た
。

「
長
崎
大
水
害
を
考
え
る
」
と
い
う
私

の
投
稿
は
、
見
開
き
２
面
に
わ
た
っ
て

８
月
１
日
の
長
崎
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
原
稿
は
、
救
援
と
調
査
活

動
で
疲
れ
た
体
に
ム
チ
打
っ
て
、
停
電

の
さ
な
か
に
懸
命
に
手
書
き
し
、
私
の

家
と
市
の
中
心
部
の
間
が
土
石
流
で
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
山
を
越

え
て
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
て
新
聞
社
に
持

ち
込
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
の
記
事
に
は
、

住
宅
の
供
給
、
災
害
の
構
造
、
斜
面
災

害
、
河
川
氾
濫
、
自
動
車
と
災
害
、
中

島
川
の
復
活
、
再
生
・
観
光
長
崎
—
と

い
う
７
項
目
の
総
合
的
な
対
策
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

こ
の
寄
稿
で
意
識
し
た
の
は
、
恩
師

西
山
夘
三
先
生
が
敗
戦
と
廃
墟
で
国
民

の
多
く
が
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
１
９

４
６
年
（
昭
和
21
）
に
『
新
建
築
』
に
書

か
れ
た
「
新
日
本
の
建
設
」
の
壮
大
な

論
文
で
す
。
規
模
も
立
場
も
違
い
ま
す

が
、
こ
う
い
う
と
き
に
こ
そ
師
の
教
え

を
果
た
さ
ね
ば
、
と
い
う
責
務
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
て
必
死
に
書
き
ま
し
た
。

西
山
夘
三
　
（
１
９
１
１
〜
１
９
９
４
年
）

建
築
学
者
、
都
市
計
画
家
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
。

生
活
実
態
の
詳
細
な
調
査
か
ら
住
宅
内
の
「
食
寝
分

離
」
を
提
唱
し
、
住
宅
計
画
に
応
用
。
戦
後
の
公
営

住
宅
の
標
準
設
計
に
影
響
を
与
え
た
。
経
済
の
高
度

成
長
期
に
は
、
無
謀
な
都
市
開
発
へ
の
警
告
と
構
想

計
画
の
必
要
性
を
説
き
、
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
保
全

と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
を
す
す
め
た
。

誤
解
は
徐
々
に
解
け
て
い
き
、
テ
レ

ビ
局
が
主
催
す
る
市
民
討
論
会
が
開
か

れ
る
な
ど
、
次
第
に
長
崎
の
町
の
風
情

の
保
存
を
求
め
る
声
が
上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

被
害
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

一
方
で
、
市
民
活
動
の
中
島
川
を
守

る
会
と
中
島
川
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

早
速
、
中
島
川
復
興
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
８
月
１
日
か
ら
延
べ
１
２
０
人
、

６
８
０
地
点
に
も
及
ぶ
浸
水
状
況
被
害

の
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は

１
　
中
島
川
と
は
別
の
川
だ
っ
た
銅
座

川
を
、
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）
の
工
事

で
十
八
銀
行
本
店
の
所
で
中
島
川
と
一

つ
に
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
浸
水
は
、

こ
の
旧
河
川
沿
い
に
起
こ
っ
た
。

２
　
こ
の
と
き
の
変
流
工
事
の
た
め
に
、

も
と
も
と
中
島
川
よ
り
水
位
の
低
い
鹿し

し

解
川

と
き
が
わ

（
寺
町
通
り
に
並
行
し
て
流
れ
、
思
案
橋
で

銅
座
川
に
合
流
）
の
水
の
引
き
が
一
層
悪

く
な
り
、
磨
屋

と
ぎ
や

小
学
校
付
近
で
市
内
最

高
水
位
２
・
６
７
c
を
記
録
し
た
。

９
月
３
日
、
こ
の
調
査
結
果
を
県
庁

で
発
表
す
る
と
、
大
き
な
反
響
が
起
こ

り
ま
し
た
。
中
心
部
で
の
今
回
の
浸
水

被
害
に
は
、
天
災
で
は
な
く
人
災
の
要

素
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

11
月
３
日
に
は
長
崎
か
ら
８
人
が
上

京
し
、
東
京
の
数
寄
屋
橋
で
石
橋
復
元

を
呼
び
か
け
る
署
名
活
動
を
展
開
。
こ

れ
に
は
〈
よ
こ
は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
〉

や
〈
千
葉
県
真
間
川
の
桜
並
木
を
守
る

グラバー邸

活水女子大・短大

シーボルト記念館

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

春徳寺

出島オランダ商館跡

長崎県庁

新地
崇福寺

興福寺

日本二十六聖人
殉教地資料館

諏訪神社

思案橋跡

眼鏡橋

坂本国際墓地

稲佐国際墓地

砲台跡

大浦国際墓地

浦上天主堂平
和
公
園

大浦天主堂

グラバー邸

活水女子大・短大

シーボルト記念館

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

春徳寺

出島オランダ商館跡

長崎県庁

新地
崇福寺 その他の主な橋

石橋

興福寺

日本二十六聖人
殉教地資料館

諏訪神社

思案橋跡

眼鏡橋

坂本国際墓地

稲佐国際墓地

砲台跡

大浦国際墓地

浦上天主堂平
和
公
園

大浦天主堂

本河内水源池

中島川

銅座川

バ
イ
パ
ス

寺
町
通
り

鹿
解
川

西山内水源池

西
山
川

浦
上
川

中島川
風頭山
▲

愛宕山
▲

矢岳
▲

彦山
▲

金比羅山
▲

烽火山
▲

蛍茶屋

大
波
止

長
崎

山がちの土地に拓かれた貿易港 長
崎。水源池を持ち、舟運でも利用
された中島川沿いに都市が形成さ
れた。石橋発祥の地らしく、多く
の現役の石橋が残る。

国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)
「長崎」及び、国土交通省国土数値情報「河
川データ（平成19年）、鉄道データ（平成
24年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院
長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報
を使用した。（承認番号 平26情使、第152号）
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会
〉
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

数
寄
屋
橋
で
の
署
名
運
動
に
た
く
さ

ん
の
人
が
応
援
に
来
て
く
れ
た
の
は
、

横
浜
市
役
所
の
森
清
和

せ
い
わ

さ
ん
の
力
に
因

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。
森
さ
ん

は
最
初
の
著
書
『
都
市
と
川
』（
三
木
和

郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
著
作
／
農
山
漁
村
文
化
協

会
１
９
８
４
）
で
も
、
私
た
ち
の
活
動
を

紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

森
清
和
　
（
１
９
４
２
〜
２
０
０
４
年
）

横
浜
市
環
境
科
学
研
究
所
に
所
属
し
な
が
ら
、
よ
こ

は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
、
鶴
見
川
を
楽
し
く
す
る
会
、

全
国
水
環
境
交
流
会
な
ど
、
多
く
の
環
境
団
体
に
か

か
わ
っ
た
水
辺
環
境
技
術
者
。
全
国
川
の
日
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
創
設
。

森
さ
ん
と
の
親
交
は
、『
環
境
文
化
』

と
い
う
雑
誌
に
中
島
川
で
の
一
連
の
活

動
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
記
事
を
読
ん

だ
森
さ
ん
が
長
崎
ま
で
訪
ね
て
来
ら
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
よ
こ

は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
」
の
創
設
に
は
、

私
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
眼
鏡

橋
保
全
は
、
地
元
長
崎
だ
け
で
な
く
、

全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

現
地
保
存
に
向
か
っ
て

水
害
直
後
、
県
知
事
の
諮
問
機
関
と

し
て
〈
長
崎
防
災
都
市
策
定
委
員
会
〉

が
長
崎
出
身
で
地
域
開
発
公
団
総
裁
の

平
田
敬
一
郎
さ
ん
の
肝
煎
で
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
中
島
川
を
守
る
会
の
小

川
緑
会
長
の
代
理
で
こ
の
委
員
会
に
出

席
し
た
の
で
す
が
、
県
の
意
向
を
ま
と

め
る
形
で
進
め
ら
れ
る
会
議
で
、
当
初

は
私
の
発
言
な
ど
聞
く
耳
を
持
た
ぬ
と

い
う
雰
囲
気
で
し
た
。

し
か
し
、
会
を
重
ね
る
う
ち
に
、
市

民
の
中
か
ら
石
橋
保
存
を
求
め
る
強
い

動
き
が
出
て
き
た
こ
と
、
国
の
側
に
も

文
化
庁
が
い
ち
早
く
眼
鏡
橋
の
現
地
保

存
を
主
張
し
、
建
設
省
内
部
で
も
計
画

の
見
直
し
の
方
向
が
検
討
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
裏
で
平
田
さ
ん
の
後
押
し
が
あ

っ
た
か
、
ま
た
高
橋
先
生
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
12
月
に
入
っ
て
、
県
側

か
ら
突
然
、
計
画
高
水
流
量
は
そ
の
ま

ま
で
、
眼
鏡
橋
現
地
保
存
の
案
が
出
さ

れ
た
の
で
す
。
た
だ
し
、
橋
の
両
側
に

バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
る
こ
と

が
条
件
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
高
水
流
量

河
道
を
建
設
す
る
場
合
に
基
本
と
な
る
流
量
で
、
基

本
高
水
流
量
か
ら
各
種
洪
水
調
節
施
設
で
の
洪
水
調

節
量
を
差
し
引
い
た
結
果
と
し
て
求
め
ら
れ
る
河
道

を
流
れ
る
流
量
。

私
の
考
え
と
し
て
は
、
よ
り
低
い
場

所
に
あ
る
鹿
解
川
に
背
後
か
ら
の
水
が

入
る
の
で
、「
中
島
川
に
バ
イ
パ
ス
を

つ
く
っ
て
も
何
の
解
決
に
も
な
ら
な

い
」
と
釈
然
と
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

高
橋
裕
先
生
に
ご
報
告
す
る
と
「
や
り

ま
し
た
ね
、
片
寄
さ
ん
」
と
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

決
ま
っ
て
い
た
激
甚
災
害
特
別
補
助
事

業
を
覆
し
て
文
化
財
の
現
地
保
存
が
か

な
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
前
代
未
聞
の

こ
と
。
奇
跡
が
起
こ
っ
た
と
い
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

眼
鏡
橋
の
保
全
は
、
な
ぜ
か
な
え
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
被
災
後
の
一
連

の
運
動
に
先
立
っ
て
、
早
く
も
１
９
７

０
年
代
か
ら
川
へ
の
市
民
の
意
識
が
甦

る
よ
う
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
た
こ

と
が
、
最
大
の
要
因
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
測
量
調
査

中
島
川
は
原
爆
の
直
接
的
な
打
撃
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
江
戸
時
代

の
石
橋
が
14
橋
も
ず
ら
り
と
並
ん
で
、

そ
の
上
を
自
動
車
が
平
気
で
通
っ
て
い

ま
し
た
。
眼
鏡
橋
は
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
他
所
者
に
は
驚
く
べ
き
光

景
で
し
た
。

し
か
し
、
長
崎
大
水
害
以
前
は
、
地

元
の
人
に
と
っ
て
は
な
ん
で
も
な
い
日

常
風
景
で
、
汚
れ
て
臭
い
た
め
、
川
に

蓋
を
し
て
駐
車
場
に
し
て
、
上
に
は
東

京
や
大
阪
に
も
負
け
な
い
高
架
道
路
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
提
案
が
、
市
議
会
で

真
面
目
に
や
ら
れ
て
い
た
ぐ
ら
い
で
す
。

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
）
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
一
環
と
し
て
西
川
端
に
８

c
の
車
道
が
通
る
と
い
う
事
業
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
山
門
が
計
画
道
路
に
か

か
る
光
永
寺
か
ら
「
参
道
は
提
供
す
る

が
山
門
に
は
手
を
つ
け
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
す

が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の

正
木
住
職
と
壇
信
徒
総
代
だ
っ
た
赤
瀬

守
さ
ん
を
中
心
に
「
車
道
で
は
な
く
中

島
川
大
遊
歩
道
を
」
と
い
う
運
動
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
所
得
倍
増
論
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
車
社
会
へ
の
転
換
を
目
指

し
て
い
た
時
代
で
す
し
、
ま
だ
住
民
運

動
と
か
環
境
活
動
な
ど
と
い
う
言
葉
す

ら
な
か
っ
た
こ
ろ
の
、
ま
さ
に
先
駆
的

な
運
動
で
し
た
。

そ
の
後
、
私
が
赴
任
し
た
大
学
に

「
石
橋
オ
タ
ク
」
の
学
生
が
現
わ
れ
、

測
量
調
査
の
指
導
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
と
と
も
に
む
か
つ
く
よ
う
な

悪
臭
の
中
、
一
つ
ひ
と
つ
の
石
橋
の
実

測
調
査
を
や
り
ま
し
た
。

そ
の
調
査
デ
ー
タ
は
、
の
ち
に
「
中

島
川
の
石
橋
群
」
と
し
て
長
崎
市
の
指

定
文
化
財
に
な
る
と
き
の
基
礎
デ
ー
タ

と
し
て
役
立
ち
ま
し
た
し
、
赤
瀬
さ
ん

に
大
学
で
講
演
を
依
頼
し
た
こ
と
で
、

学
生
た
ち
の
調
査
活
動
と
結
び
つ
き
、

「
川
沿
い
に
は
ク
ル
マ
の
た
め
の
道
路

で
は
な
く
人
間
の
た
め
の
遊
歩
道
を
」

と
い
う
〈
中
島
川
大
遊
歩
道
構
想
〉
の

実
現
を
目
指
す
、「
市
民+

 

学
生
」
の

運
動
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

石
橋
を
見
る
と
、
硬
く
て
重
い
は
ず

の
石
が
虹
の
よ
う
に
軽
や
か
に
空
に
浮

い
て
い
る
感
じ
を
受
け
ま
す
。
調
査
し

て
い
る
う
ち
に
、
私
も
石
橋
の
魅
力
に

取
り
憑
か
れ
、
や
が
て
諫
早

い
さ
は
や

市
の
土
木

技
師
だ
っ
た
山
口
祐
造
さ
ん
と
も
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

諫
早
に
も
眼
鏡
橋
が
あ
っ
て
非
常
に

堅
牢
だ
っ
た
た
め
に
、
１
９
５
７
年

（
昭
和
32
）
７
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
降
っ
た
豪
雨
の
と
き
に
、
橋
桁
に
流

木
が
引
っ
掛
か
っ
て
川
が
ダ
ム
ア
ッ
プ

し
、
多
数
の
死
者
を
出
す
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

恨
み
の
石
橋
を
爆
破
せ
よ
と
い
う
声

も
あ
っ
た
中
で
、
諫
早
市
長
が
文
化
財

と
し
て
の
意
義
を
認
め
、
当
時
の
文
部

省
に
掛
け
合
っ
て
、
重
要
文
化
財
の
指

定
を
取
り
移
設
保
存
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
担
当
し
た
の
が
山
口
さ
ん
で
す
。

以
来
、
彼
は
石
橋
の
魅
力
に
取
り
憑

か
れ
、
九
州
各
地
に
現
存
す
る
石
橋
を

訪
ね
て
実
測
し
、
写
真
を
撮
影
し
、
記

録
を
つ
く
り
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
に
よ

る
と
、
長
崎
の
眼
鏡
橋
に
始
ま
る
石
橋

は
、
中
島
川
に
20
橋
も
架
け
ら
れ
て
、

こ
こ
か
ら
九
州
各
地
に
伝
播
し
た
そ
う

で
す
。
こ
う
し
て
山
口
さ
ん
は
我
々
の

石
橋
研
究
の
師
匠
と
な
り
ま
し
た
。

川
へ
の
関
心
が
よ
み
が
え
る

住
民
運
動
だ
け
で
な
く
て
、
汚
い
川

の
現
状
を
具
体
的
に
な
ん
と
か
し
な
く

て
は
、
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
長
崎
青
年
会
議
所
が
動
い
て

く
れ
て
〈
中
島
川
１
万
人
大
清
掃
運
動
〉

を
提
唱
し
、
我
々
も
参
加
し
て
１
９
７

３
年
（
昭
和
48
）
８
月
に
実
施
。
こ
の
大

清
掃
運
動
に
は
、
本
当
に
１
万
人
ぐ
ら

い
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
市
民
も
川
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の
汚
れ
を
と
て
も
気
に
し
て
い
た
の
で

す
ね
。

掃
除
に
加
え
て
楽
し
み
の
要
素
が
必

要
と
考
え
、〈
中
島
川
ま
つ
り
〉
を
発

案
し
て
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
５
月
の

連
休
の
２
日
間
で
５
万
人
を
集
め
る
大

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
そ
う

こ
う
す
る
う
ち
に
、
市
民
の
見
方
も
変

わ
り
、
川
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
川

も
だ
ん
だ
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。
中
島
川
ま
つ
り
は
、
12
年
も

続
き
ま
し
た
。

「
ま
つ
り
の
あ
と
は
、
前
よ
り
き
れ
い

に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎
回
ま
つ
り

の
１
週
間
前
に
は
市
民
参
加
の
大
掃
除

を
し
、
掃
除
を
し
な
い
人
は
ま
つ
り
に

出
店
で
き
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
つ
く

っ
て
学
生
が
取
り
仕
切
り
ま
し
た
。

汚
れ
た
川
か
ら
社
会
を
み
つ
め
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
見
事
に
浮
か
び
上

が
る
こ
と
に
気
づ
き
、
大
学
の
講
義
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
島
川
に
し
て
学
ぶ
や

り
方
に
変
え
、
川
を
き
れ
い
に
す
る
研

究
、
歴
史
的
な
景
観
の
保
全
、
観
光
の

研
究
な
ど
を
展
開
。「
掃
除
に
参
加
し

た
り
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
を
や
っ
た
ら

成
績
に
上
乗
せ
す
る
ぞ
」
と
や
り
ま
し

た
ら
、
学
生
が
も
の
す
ご
く
熱
心
に
動

い
て
。
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

シ
ー
ボ
ル
ト
も
龍
馬
も
石
橋
群
を
足

繁
く
渡
っ
た
わ
け
で
、
い
わ
ば
歴
史
の

生
き
証
人
で
あ
る
中
島
川
に
「
長
崎
の

母
な
る
川
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
し

ま
し
た
。
ま
つ
り
は
、
提
唱
す
る
大
遊

歩
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
感
で
き
る
社
会

実
験
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
紆
余
曲
折

を
経
て
、
今
で
は
川
沿
い
に
つ
な
が
っ

た
遊
歩
道
が
で
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
で
「
中
島
川
を
守
る

会
」
は
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）

第
１
回
サ

ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
を
受
賞
、
日
本

河
川
協
会
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

壊
れ
て
は
つ
く
り
直
す
仕
組
み

石
橋
は
、
迫
持

せ
り
も
ち

（
ア
ー
チ
）
の
理
論
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
チ
石
橋
の

部
材
は
、
上
が
広
く
て
下
が
狭
い
台
形

の
石
。
そ
の
石
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く

と
外
に
広
が
ろ
う
と
す
る
力
が
か
か
っ

て
、
隣
り
合
っ
た
石
同
士
が
支
え
合
い

ま
す
。
ア
ー
チ
の
頭
頂
部
に
楔
石

く
さ
び
い
し

（
キ

ー
ス
ト
ー
ン
）
を
入
れ
る
と
、
石
は
下
に

落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

水
に
浸
か
る
と
石
が
浮
き
上
が
っ
て
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
中
島
川
は
、
10
年
に
一

度
ぐ
ら
い
氾
濫
し
て
い
ま
し
た
。
眼
鏡

橋
も
大
き
く
破
損
し
た
り
し
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
度
に
修
復
し
て
い
ま
す
。

中
島
川
の
ア
ー
チ
石
橋
は
何
度
も
流
さ

れ
、
多
い
も
の
で
は
３
度
も
架
け
替
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
壊
れ
て
も
部
材
の
石

は
そ
ん
な
に
遠
く
ま
で
流
れ
て
い
き
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
ま
た
つ

く
り
直
す
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
の
費
用
は
か

か
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
長
崎
に
は
、

そ
れ
だ
け
の
財
力
と
石
橋
に
か
け
る
愛

情
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

九
州
各
地
に
は
た
く
さ
ん
の
石
橋
が
あ

り
ま
し
た
が
、
近
代
化
の
過
程
で
次
々

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
や
鋼
製
の
橋
に
つ

く
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
耐
用
年
数
が
た
か
だ
か
60

年
ほ
ど
で
意
外
に
短
寿
命
な
の
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
て
石
橋
は
江
戸
時
代
の
も

の
が
ま
だ
現
役
で
す
。

石
橋
は
、
リ
ユ
ー
ス
が
可
能
な
、
小

さ
な
ポ
ー
タ
ブ
ル
な
部
材
で
大
き
な
構

造
物
を
つ
く
り
上
げ
る
技
術
の
結
集
で

す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
き
わ
め
て
現

代
的
な
構
造
物
だ
と
思
い
ま
す
。
壊
れ

て
つ
く
り
直
す
こ
と
で
技
術
も
伝
承
さ

れ
ま
す
。
強
い
力
の
洪
水
に
は
、
電
気

の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
飛

ん
で
力
を
受
け
流
し
、
あ
と
で
リ
セ
ッ

ト
す
れ
ば
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
復

活
で
き
る
仕
組
み
な
の
で
す
。
山
口
さ

ん
や
私
が
石
橋
に
惚
れ
込
ん
だ
の
は
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

一
病
息
災
の
ま
ち
づ
く
り

災
害
大
国
日
本
に
お
い
て
は
、
自
然

の
厳
し
さ
と
巧
み
に
共
存
し
て
生
き
て

い
く
姿
勢
こ
そ
が
大
切
だ
し
、
そ
れ
が

日
本
の
文
化
の
基
層
を
形
成
し
て
き
た

と
考
え
ま
す
。
自
然
の
猛
威
を
ハ
ー
ド

上：長崎大水害で流失後、1986年
（昭和61）に架け替えられた東新
橋。〈昭和の石橋〉として架けら
れたのは、これ以外に一覧橋、古
町橋、編笠橋がある。勾配のきつ
い円弧のため、急な階段になって
いて地元では評判が良くない。
右：光永寺の山門。朱印地様式と
いう珍しい山門で、かつては裾部
分に門衛住宅がついていた。この
山門が道路拡幅計画にかかり、住
民の反対運動が起こった。
左：東西を隔てる川を、橋で渡っ
て行き来する。短い距離にたくさ
んの橋が架けられているのは、中
島川では、それだけ往来が頻繁だ
ったことの証しだろう。橋は辻々
の路地につながっている。
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な
技
術
で
抑
え
込
も
う
と
し
て
も
限
界

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
害
リ
ス
ク
を
抱
え
る
長
崎
の
よ
う

な
都
市
で
は
、
ま
ず
「
予
報
、
警
報
、

避
難
」
の
ソ
フ
ト
な
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
こ
と
で
「
人
が
死
な
な
い
」
仕
組

み
を
確
立
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、
い

か
に
被
害
を
少
な
く
す
る
か
、
ま
ち
の

風
情
を
ど
う
守
り
育
て
る
か
、
と
い
う

二
段
三
段
の
構
え
が
必
要
だ
と
思
い
ま

アーチ石橋の謎

アーチによって構造物をつくる技術は、
どこで誰が発明したのでしょうか。古代中
国か、メソポタミアか、古代エジプトか。
あるいはインカ・マヤ文明が円形アーチを
知らなかったと言われていたものが、1950
年代に遺跡から発見されて、その説も覆さ
れています。石橋以外にも、焼きものの窯
や沖縄の墓もアーチ。ヨーロッパやイスラ
ム建築ではドームも多用されています。そ
れぞれ独自に発明された可能性もあれば相
互の交流の中での技術革新もあったようで
す。

長崎の眼鏡橋にはポルトガルの技術が入
っているという説もありますが、中国・江
西省出身で興福寺２代住持の黙子如定（も
くすにょじょう）禅師による1634年（寛永
11）の創建とされていますから、中国から
技術が入ってきたのは間違いないでしょう。
九州や沖縄にはアーチ石橋が今も多くあり、

それ以外の本州地域に少ないのは、長崎か
ら伝わった技術が高度化され、秘伝として
伝承されたからとされています。

中国には古代からの100万橋を超える石
橋が現存しているといわれます。中でも河
北省の趙州には７世紀初頭の建造とされる
スパン37mの壮麗な扁平アーチ橋が現存し
ており、その時代に既に高い技術レベルに
到達していたようです。一方ヨーロッパで
は、ローマのテヴェレ川に架かるファブリ
ッチオ橋がBC62年の建造で、今も現役で機
能しています。

幕末期の甲突川（こうつきがわ　鹿児島）
の石橋群や通潤橋（熊本）などには、九州
の石工に培われた技術に加えて、ヨーロッ
パの技術の影響も見られます。外来技術を
受け入れたあと独自の工夫を凝らして発展
させるという、我が国の技術発展の典型的
な事例の一つといえるでしょう。

す
。中

島
川
に
は
た
く
さ
ん
の
橋
が
架
か

っ
て
、
川
の
中
に
も
飛
び
石
が
置
か
れ

て
、
暮
ら
し
と
川
が
い
か
に
も
近
い
距

離
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
つ
も
川
や
周

り
の
自
然
の
様
子
を
観
察
し
て
変
化
に

対
応
す
る
、
一
病
息
災
の
生
活
作
法
を

忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

合
意
形
成
に
役
立
っ
た
も
の

人
類
が
開
発
し
て
き
た
「
早
く
、
安

く
、
大
量
に
」
の
技
術
に
は
、
根
本
的

な
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
月
に
ま
で
行
く
時
代
に
、
川

一
つ
き
れ
い
に
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

川
を
汚
し
た
の
も
人
間
で
す
が
、
き

れ
い
に
で
き
る
の
も
人
間
で
す
。
中
島

川
を
き
れ
い
に
し
て
石
橋
を
地
域
の
誇

り
に
思
う
気
持
ち
を
醸
成
し
て
い
た
か

ら
、
長
崎
大
水
害
の
後
に
眼
鏡
橋
が
残

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

長
崎
大
水
害
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
た
今
、
あ
の
水
害
自
体
を
知
ら
な
い

人
も
増
え
ま
し
た
が
、
眼
鏡
橋
を
残
せ

た
背
景
に
あ
る
、
こ
の
事
実
は
語
り
継

い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

川
へ
の
意
識
が
よ
み
が
え
る
よ
う
な

活
動
の
積
み
重
ね
が
、
残
そ
う
と
い
う

合
意
形
成
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ

の
長
崎
市
民
の
経
験
が
、
多
く
の
地
域

の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

取
材：

２
０
１
４
年
２
月
14
日

上：橋の下から、隣りの橋が見えるほど、近い間隔で架けられて
いる中島川の石橋群。光永寺そばに架かる一覧橋と古町橋は、ど
ちらもマンモスアーチの〈昭和の石橋〉に。
左：眼鏡橋下流に置かれた飛び石。万葉集では石橋（いわはし）
と呼ばれたという。長崎の人は、川と距離が近い暮らしを営んで
いる。




